家庭礼拝　2010年4月14日　使徒言行録第４章　神の前に正しいか。
　賛美歌54　聖霊導く神の言葉は　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　賛美歌333　主の復活、ハレルヤ
起

今日の第四章の構図は、非常にはっきりしています。自分たちに都合の悪いことを行っていると思っている議会の人たちが、何とか、ペトロとヨハネを脅して、黙らせようとするのですが、何に従うべきかと言うペトロの言葉に、反論できなくなると言う構図です。このような構図は私たちの生活の中でも良く起こる構図です。これは、力のあるもの、または権威のあるものが、弱いものを何とか従わせようとするときに起こる構図です。家庭の中でも、母親が、子供に言うことを聞かせようとして、「そんなことを言うなら、もう知らないからね。」と言って脅したり叱ったりします。仕事場でも、部下の抵抗にあった上司が、｢ごちゃごちゃ言わないで、俺の言うとおりにしろ。二度とそんなことは言うな。｣と権力を振るうこともあります。そのような時、このようなこの世の権力に勝るものがあることを、今日の聖書の箇所は教えてくれます。
事の発端は、先週の第三章で起こった、ペトロとヨハネが生まれつき足の悪い男を癒したことでした。このこと自体は、誰も悪いこととは思っていないし、すばらしい奇跡だと思っているのですが、問題は、その奇跡をもたらしたものが、復活のイエスキリストの名によるものだと言うことです。
承

　ペトロとヨハネが、生まれつき足の悪い男の足を癒し、大勢の民衆に復活のイエスキリストを述べ伝えていると、神殿を管理している祭司達、神殿守衛長、サドカイ派の人々がその騒動に驚いて近づいてきました。そして、二人が民衆にイエスキリストこのことを教え、イエスに起った死者からの復活を述べ伝えているので、彼らはいらだったと書かれています。聖書に良く出てくる律法学者はサドカイ派とパリサイ派ですが、ここではサドカイ派だけしか出てきません。これはサドカイ派が比較的裕福な体制派の律法学者で、神殿の管理をも司っていたからです。そして、また、サドカイ派はパリサイはと違って、復活は信じていませんでした。ですから、サドカイ派の人々は、ペトロが、イエスの復活を述べ伝えていることに対して、いらだったわけです。二人は捕らえられ、牢に入れられました。ですが、二人の話を聞いた人々は、それを信じ、5000人もの人がそれを信じたとかかれています。そして翌日に議会の審問を受けるわけです。この議会の審問と言うのは、イエスキリストが受けたものと同じ審問です。イエスに死刑の宣告をしてからまだそんなに日の経っていない3ヶ月か４ヶ月目くらいの話ですから、多くの人々に、その記憶がまだ鮮明に残っていたはずです。当然、ペトロとヨハネにもそのことが思い起こされたはずでした。
翌日に、議会が召集されて、議員、長老、律法学者達がエルサレムの議会に集まりました。そしてイエスキリストのときと同じように、使徒達を真ん中に立たせて、｢お前達は何の権威によって、誰の名によってああいうことをしたのか。｣と尋問しました。ここで素直に、イエスの名によってです、と言えば、議会は、罪びととして死刑になった者の名を唱えて騒ぎを起こすことは許さないと、その権威によって、禁じることが出来たでしょう。議会が知りたかったのは神殿の秩序を乱す、問題の騒ぎを起こした張本人の名でした。そして、それよりも神の権威は自分たちにあるという、確信でした。
このような構図は、イエス様のときにも出てきます。共感福音書全てに書かれていますが、イエス様が境内で教えておられると、祭司長や長老達が近寄ってきて、｢何の権威でこのようなことをしているのか。誰がその権威を与えたのか。｣と言ったわけです。イエス様はそれに対し、権威の議論はせずに、｢ヨハネのバプテスマはどこからのものだったか、天からのものか、それとも人からのものか。｣と逆に質問して、彼らは答えられなかったと言うことがありました。相手を問い詰めるときの常套手段として、何の権威によってやっているのかと尋ねるわけです。それは、自分たちこそその権威を負っているという自負からでした。
そのときペトロは聖霊に満たされてこういいました。それはイエス様が避けたように、権威の論争には引き込まれないようにするためでした。
使 4:9　今日わたしたちが取り調べを受けているのは、病人に対する善い行いと、その人が何によっていやされたかということについてであるならば、

使 4:10　あなたがたもイスラエルの民全体も知っていただきたい。この人が良くなって、皆さんの前に立っているのは、あなたがたが十字架につけて殺し、神が死者の中から復活させられたあのナザレの人、イエス・キリストの名によるものです。
使 4:11　この方こそ、／『あなたがた家を建てる者に捨てられたが、／隅の親石となった石』／です。
ペトロはこのようにうまく答えました。議会が、イエスキリストの名によって騒ぎを起こしたことを、神殿の秩序を乱す問題と捉えたのに対して、ペトロは、この問題が、病人に対する良い行いと、その人が何によって癒されたのかというテーマに切り替えたのです。そしてこの良い癒しを行ったのは、あなた方が十字架につけて殺し、神が死者の中から復活させられたあのナザレの人、イエスキリストの名によるものですと答えたのです。イエスキリストの名は、問題を起こした人の名ではなく、良い癒しの奇跡を行った人の名となりました。
ペトロは更に大胆に次のように言いました。

使 4:12　ほかのだれによっても、救いは得られません。わたしたちが救われるべき名は、天下にこの名のほか、人間には与えられていないのです。」
使 4:13　議員や他の者たちは、ペトロとヨハネの大胆な態度を見、しかも二人が無学な普通の人であることを知って驚き、また、イエスと一緒にいた者であるということも分かった。
使 4:14　しかし、足をいやしていただいた人がそばに立っているのを見ては、ひと言も言い返せなかった。　こう聖書に書かれています。
ペトロのこの大胆さは一体なんでしょうか。イエスが議会に引き渡されたとき、ペトロは恐怖のあまり、イエスの目の前で、3度も知らないといったのですから、同じ議会でこのように大胆に言えるということは、大変な変わりようです。
その議会では、イエスの場合は、自分を神としたということが一番の問題でした。そしてイエスの言葉尻を捕らえて、有罪としたのでした。今回のペトロの場合は、この癒しの奇跡をいかさまだと言おうとしたのでしたが、そのように否定することが出来なかったのです。何が彼らをこんなにも強くしたのでしょうか。見ていた議員や他の者達も、ペトロとヨハネの大胆な態度を見、しかも二人が無学な普通の人であることを知って驚いたわけです。議員達もまた、何が彼らをこんなにも強くしたのか、本当にイエスは復活したのではないかと思わされたわけです。ペトロは議員や律法学者達を前にして、こういったのです。｢ほかのだれによっても、救いは得られません。わたしたちが救われるべき名は、天下にこの名のほか、人間には与えられていないのです。」このような驚くべき救いの言葉が、この無学な二人によって、律法学者達に語られるとは思いもよらなかったのです。
転

何が二人を、こんなにも変えてしまったのでしょうか。イエスの弟子達は本当に変えられて、新しい人となることが出来たのです。イエスの復活を信じることが出来ない人たちも、この弟子達が変えられたことは信ぜざるを得ないのです。歴史がそれを証明しているからです。議会の人たちが、「足をいやしていただいた人がそばに立っているのを見ては、ひと言も言い返せなかった。」と聖書に書いてあるように、私たちもまた、弟子達がすっかり変えられてしまったのを見ては、復活などないと、一言も言い返せないのです。聖霊が降って、復活の主に出会ったと考える以外の説明がつかなくなってしまうのです。ペトロが言いました。「ほかの誰によっても救いは得られません。」と言う確信は、律法学者達にはいくら勉強を繰り替えしても律法を守っても到達し得ない世界なのです。直接、目撃した証人の世界なのです。
ペトロとヨハネだけではなく、イエスの弟子達の多くもまた、捕らえられることも、死に引き渡されることも恐れではなくなったようです。生きようと死のうと、もう神の国は近いとの確信が圧倒的だった様です。議会にとっては、この二人を何とか黙らせたい。イエスの復活などと言うことは言わせたくない。そうでないと、自分たちの立場が危うくなる。と思っていました。そこで、相談しあって、イエスの名によって話したり、教えたりしないように命令することにしました。議会にとっては、その権威を使って脅すしか方法がなくなったのです。聖書にはこう書いてあります。
使 4:17　しかし、このことがこれ以上民衆の間に広まらないように、今後あの名によってだれにも話すなと脅しておこう。」
使 4:18　そして、二人を呼び戻し、決してイエスの名によって話したり、教えたりしないようにと命令した。
使 4:19　しかし、ペトロとヨハネは答えた。「神に従わないであなたがたに従うことが、神の前に正しいかどうか、考えてください。
使 4:20　わたしたちは、見たことや聞いたことを話さないではいられないのです。」
使 4:21　議員や他の者たちは、二人を更に脅してから釈放した。皆の者がこの出来事について神を賛美していたので、民衆を恐れて、どう処罰してよいか分からなかったからである。
この、ペトロたちの強さは、｢神に従わないで、あなた方に従うことが、神の前に正しいか、考えてください。｣と言えるところでした。ペトロたちは自分たちは、イエスキリストの復活を見、その言葉を聴いた。神が私たちのために働かれたことを知っているとの確信がありました。議会には確かに権威があります。だがもっとも権威の有るのは神様です。その神様のことを、ペトロたちは、「私たちは知っている。私たちは、見たことや聞いたことを話しているし、話さないではいられないのです。」と言える強さを持つようになったのです。その強さを与えているのは聖霊です。聖霊による確信すなわち、イエスキリストの復活の信仰のみが、彼らをこのように大胆な、強いものへと変えていったのです。イエスキリストの復活は、この弱い、死んだようになっていた弟子たちをも復活させ、大胆に生きるものにしたのです。二人は、これらの出来事があった後、仲間のところに帰って、事の顛末を知らせ、そして互いに喜び、そして供に祈ったのです。聖書にはこのように書かれています。
使 4:29　主よ、今こそ彼らの脅しに目を留め、あなたの僕たちが、思い切って大胆に御言葉を語ることができるようにしてください。
使 4:30　どうか、御手を伸ばし聖なる僕イエスの名によって、病気がいやされ、しるしと不思議な業が行われるようにしてください。」
使 4:31　祈りが終わると、一同の集まっていた場所が揺れ動き、皆、聖霊に満たされて、大胆に神の言葉を語りだした。
弟子達の第一の願いは、思い切って大胆に御言葉が語れるようにと言う願いでした。この願いは、祈っているその場で、聖霊に満たされて、大胆に神の言葉を語りだした。と書かれています。
第二の願いは、病気が癒され、しるしと不思議な業が行われるようにしてください。と言う奇跡を願い求める祈りでした。この結果は何も書かれていませんが、原始キリスト教にとっては、癒しと奇跡が伝道のとても大きな要素であったと考えられます。
結

いずれにしても、初代教会の人々にとって、力の源は聖霊であり復活の信仰でした。その聖霊は祈りによって与えられたものでした。聖霊なしには何も行われなかったのです。聖霊によって、大胆に御言葉を語り、聖霊によって、癒しと奇跡とを行い、聖霊によって、愛による交わりを行うことが出来たのです。ペンテコステ派でなくとも、キリスト教の原点はここにあるものと考えます。長老主義教会は、教理による信仰形成を重んじるため、聖霊に生きる信仰を疎んじる傾向があります。それはもしかすると、立派なメニューばかりを見ててもおなかがいっぱいにならないし、おいしくもならないのと同じかもしれません。それは、おいしそうに見えるだけかもしれません。少しでもいいから、それを食べてみる。それが聖霊に生きる信仰かもしれません。それを実際に食べてみれば、予想もしないような大きな力となって、働いてくれるのではないかと思います。
（１分間黙祷しみんなで祈る)
(祈り)

天の父なる神様、今週もまた、供に祈り、賛美するときが与えられ感謝いたします。
弟子達は、弱いものでしたが、あなたの復活に出会い、弟子たちも180度変えられて、生きたまま復活しました。まったく新しい人となりました。

このことが起らなかったなら、あなたの教えは、決して広まることはありませんでした。なぜ、弟子達がそのように、生き返ったのかを思うと、あなたの復活を信じざるを得ません。弟子達はその心の深いところからすっかり変えられていきました。一度死んでしまったのに生き返ったのです。

私たちも、今もっているものを全部手放して、一度死んで、復活することが必要なのかもしれません。いや、私たちは、洗礼を受けたときに、一度死んで甦ったのです。復活された、イエス様の名によって、洗礼を受け、私たちも復活したのです。もう一度、この原点に立って、私たちの信仰生活を振り返ることが出来ますように。どうかあなたが私たちの信仰を導き、聖霊によって、生きていくことが出来ますように導いてください。いつも祈り続けて、聖霊による導きが与えられますように。
　この世の悲しみ、苦しみの中にあって、あなたの導きを求めるものに、あなたの恵と喜びが与えられますように。信仰が与えられますように。宗教を嫌っている人に対し、宗教が、この世にあって恐ろしいものではなく、魂の救いを与える、大切なものであることが、信じられますように。私たちが、自分を捧げて、地の塩、世の光となっていくことが出来ますように。全てのキリスト教会の上に、あなたの祝福がありますように。
集いました私たちの上に、あなたの祝福と聖霊の導きとがありますように。この祈りを主イエスキリストの御名によってお祈りいたします。
◆ペトロとヨハネ、議会で取り調べを受ける
使 4:1　ペトロとヨハネが民衆に話をしていると、祭司たち、神殿守衛長、サドカイ派の人々が近づいて来た。
使 4:2　二人が民衆に教え、イエスに起こった死者の中からの復活を宣べ伝えているので、彼らはいらだち、
使 4:3　二人を捕らえて翌日まで牢に入れた。既に日暮れだったからである。
使 4:4　しかし、二人の語った言葉を聞いて信じた人は多く、男の数が五千人ほどになった。
使 4:5　次の日、議員、長老、律法学者たちがエルサレムに集まった。
使 4:6　大祭司アンナスとカイアファとヨハネとアレクサンドロと大祭司一族が集まった。
使 4:7　そして、使徒たちを真ん中に立たせて、「お前たちは何の権威によって、だれの名によってああいうことをしたのか」と尋問した。
使 4:8　そのとき、ペトロは聖霊に満たされて言った。「民の議員、また長老の方々、
使 4:9　今日わたしたちが取り調べを受けているのは、病人に対する善い行いと、その人が何によっていやされたかということについてであるならば、
使 4:10　あなたがたもイスラエルの民全体も知っていただきたい。この人が良くなって、皆さんの前に立っているのは、あなたがたが十字架につけて殺し、神が死者の中から復活させられたあのナザレの人、イエス・キリストの名によるものです。
使 4:11　この方こそ、／『あなたがた家を建てる者に捨てられたが、／隅の親石となった石』／です。
使 4:12　ほかのだれによっても、救いは得られません。わたしたちが救われるべき名は、天下にこの名のほか、人間には与えられていないのです。」
使 4:13　議員や他の者たちは、ペトロとヨハネの大胆な態度を見、しかも二人が無学な普通の人であることを知って驚き、また、イエスと一緒にいた者であるということも分かった。
使 4:14　しかし、足をいやしていただいた人がそばに立っているのを見ては、ひと言も言い返せなかった。
使 4:15　そこで、二人に議場を去るように命じてから、相談して、
使 4:16　言った。「あの者たちをどうしたらよいだろう。彼らが行った目覚ましいしるしは、エルサレムに住むすべての人に知れ渡っており、それを否定することはできない。
使 4:17　しかし、このことがこれ以上民衆の間に広まらないように、今後あの名によってだれにも話すなと脅しておこう。」
使 4:18　そして、二人を呼び戻し、決してイエスの名によって話したり、教えたりしないようにと命令した。
使 4:19　しかし、ペトロとヨハネは答えた。「神に従わないであなたがたに従うことが、神の前に正しいかどうか、考えてください。
使 4:20　わたしたちは、見たことや聞いたことを話さないではいられないのです。」
使 4:21　議員や他の者たちは、二人を更に脅してから釈放した。皆の者がこの出来事について神を賛美していたので、民衆を恐れて、どう処罰してよいか分からなかったからである。
使 4:22　このしるしによっていやしていただいた人は、四十歳を過ぎていた。
◆信者たちの祈り
使 4:23　さて二人は、釈放されると仲間のところへ行き、祭司長たちや長老たちの言ったことを残らず話した。
使 4:24　これを聞いた人たちは心を一つにし、神に向かって声をあげて言った。「主よ、あなたは天と地と海と、そして、そこにあるすべてのものを造られた方です。
使 4:25　あなたの僕であり、また、わたしたちの父であるダビデの口を通し、あなたは聖霊によってこうお告げになりました。『なぜ、異邦人は騒ぎ立ち、／諸国の民はむなしいことを企てるのか。
使 4:26　地上の王たちはこぞって立ち上がり、／指導者たちは団結して、／主とそのメシアに逆らう。』
使 4:27　事実、この都でヘロデとポンティオ・ピラトは、異邦人やイスラエルの民と一緒になって、あなたが油を注がれた聖なる僕イエスに逆らいました。
使 4:28　そして、実現するようにと御手と御心によってあらかじめ定められていたことを、すべて行ったのです。
使 4:29　主よ、今こそ彼らの脅しに目を留め、あなたの僕たちが、思い切って大胆に御言葉を語ることができるようにしてください。
使 4:30　どうか、御手を伸ばし聖なる僕イエスの名によって、病気がいやされ、しるしと不思議な業が行われるようにしてください。」
使 4:31　祈りが終わると、一同の集まっていた場所が揺れ動き、皆、聖霊に満たされて、大胆に神の言葉を語りだした。
◆持ち物を共有する
使 4:32　信じた人々の群れは心も思いも一つにし、一人として持ち物を自分のものだと言う者はなく、すべてを共有していた。
使 4:33　使徒たちは、大いなる力をもって主イエスの復活を証しし、皆、人々から非常に好意を持たれていた。
使 4:34　信者の中には、一人も貧しい人がいなかった。土地や家を持っている人が皆、それを売っては代金を持ち寄り、
使 4:35　使徒たちの足もとに置き、その金は必要に応じて、おのおのに分配されたからである。
使 4:36　たとえば、レビ族の人で、使徒たちからバルナバ――「慰めの子」という意味――と呼ばれていた、キプロス島生まれのヨセフも、
使 4:37　持っていた畑を売り、その代金を持って来て使徒たちの足もとに置いた。
